
モ
ズ
ク
の
日

イ
ベ
ン
ト
大
盛
況

通
信
制
の
「
Ｎ
高
等
学
校
」（
運
営
：
学

校
法
人
角
川
ド
ワ
ン
ゴ
学
園
運
営
）の
入

学
式
が
、
伊
計
本
校（
旧
伊
計
小
中
学
校
）

と
東
京
の
２
会
場
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中

継
で
つ
な
い
で
開
か
れ
ま
し
た
。

現
代
の
ネ
ッ
ト
社
会
に
対
応
し
た
新
し

い
高
校
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
し
て

授
業
を
行
い
、
全
日
制
高
校
と
同
じ
卒
業

資
格
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
伊
計
本
校
に
て
、
ス
ク
ー
リ

ン
グ（
面
接
指
導
）が
行
わ
れ
る
こ
と
か

ら
、
伊
計
島
を
訪
れ
る
生
徒
と
地
元
の

方
々
と
の
交
流
を
通
し
て
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

毎
年
４
月
の
第
三
日
曜
日
の
モ
ズ
ク

の
日
に
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
（
主
催
：
勝

連
漁
業
協
同
組
合
、
県
も
ず
く
養
殖
業

振
興
協
議
会
）
が
、
今
年
も
勝
連
平
敷

屋
漁
港
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

モ
ズ
ク
生
産
量
日
本
一
の
同
漁
協
に

は
、
家
族
連
れ
や
友
人
、
カ
ッ
プ
ル
、

ま
た
、
観
光
客
も
訪
れ
る
な
ど
、
大
勢

の
方
で
賑
わ
い
、
モ
ズ
ク
つ
か
み
取
り

や
漁
場
見
学
、
早
食
い
大
会
な
ど
を
楽

し
み
ま
し
た
。

そ
の
日
訪
れ
た
喜き

久く

山や
ま

澄の

空あ

く
ん
（
中

原
小
学
校
３
年
）
は
、「
今
日
の
夕
飯
は
、

ぼ
く
が
も
ず
く
チ
ャ
ー
ハ
ン
を
作
る
」
と

大
量
の
も
ず
く
を
両
手
に
話
し
ま
し
た
。

平
成
27
度
環
境
保
全
型
農
業
推
進
コ

ン
ク
ー
ル（
主
催
：
農
林
水
産
省
）の
表
彰

式
が
３
月
２
日
に
東
京
で
行
わ
れ
、
本

市
の
い
草
生
産
組
合
が
最
高
賞
の
農
林

水
産
大
臣
賞（
環
境
保
全
型
農
業
）を
受

賞
し
ま
し
た
。

沖
縄
特
有
の
厳
し
い
自
然
環
境
の
下

で
、
１
５
０
年
以
上
に
わ
た
る
伝
統
的
作

物
の
継
承
と
環
境
保
全
が
評
価
さ
れ
、

同
賞
の
受
賞
に
い
た
り
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
照て

る

屋や

守し
ゅ

敬け
い

組
合
長
が

「
先
祖
か
ら
受
け
継
い
で
き
た
農
法
を
今

後
も
継
承
し
、
よ
り
良
い
ビ
ー
グ
を
後

世
ま
で
を
目
標
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
」

と
今
後
の
展
望
を
語
り
ま
し
た
。

【もずくつかみ取り】 【もずくたっぷり沖縄そば】

【もずくパックでテープカット】
【世界をもずくで笑顔に!!
　もずくまん参上】

【もずく早食い大会!! 北海道と宮崎県からの観光客も挑戦】
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